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研　　究▶
発　　信▶

教科横断による科学的リテラシーの醸成

→科学技術振興機構理事長賞受賞

■2005 化学班/「酸化チタン驚異のパワー」

フェーズ
Ideas
（習得）

Connections
（活用）

Extensions
（探究）

スキルのレベル 固有の知識・技術 本質的な見方・考え方
学問領域を

超えた汎用スキル

スキルの動詞
（一例）

調べる・学ぶ
比べる・探す

見出す・分類する

解釈する・習熟する
定義する・適用する
関係づける・考慮する

提案する
予測する

価値をつくる

学びのレベル 正解のある学び 正解のある学び 正解のない学び

●「防犯ジュニアリーダー育成

合宿」　西日本主幹校として実施

      

●「KSH（熊本スーパーハイスク

ール）」を主幹校として運営および

発表

理数科ＳＳ=Super Science, 美術科ＡＳ＝Art Science 

行動指標
分類される
フェーズ

親和性が高いと考えられる
観点別学習状況評価の観点

調べる・学ぶ Ｉ 知識・技能

見出す・分類する Ｉ 知識・技能／思考・判断・表現

関係づける・考慮する Ｃ 思考・判断・表現

提案する・予測する Ｅ 思考・判断・表現／
主体的に学習に取り組む態度

価値をつくる E 主体的に学習に取り組む態度

●本質的な問いを立てる力を育成

●多角的な視点による

新学習指導要領に対応した評価研究

観点別評価の親和性による評価法の改善

■2022 物理班

「About thermal conductivity 

　　　　　　　　　of asphalt 」
→ The 17th ICAST 2022

 　　　　　　（熊本大学主催）参加 

ＳＳ・ＡＳ・ＧＲⅡ

● 46.3%の生徒が各種コンテストに参加

３つの柱 ９つの力 定義（力の内容）

高度な科学的探究力

批判的思考力
物事の正しさや信頼性を、多角的な視点から
考え、客観的に判断する力

倫理的判断力
社会や人に対する影響を考え、正しい行動や
判断を選び取る力

科学的洞察力
表面的な現象の奥にある仕組みやつながりを
見抜き、深く理解する力

独創性と創造性を兼ね備えた
課題発見力

粘り強さ（探究推進力）
困難に直面してもあきらめずに取り組み続
け、自分の目標に向かって努力し続ける力

アイデア生成力
新しい視点や発想から、多様な解決方法や表
現を生み出す力

情報活用能力
必要な情報を集め、目的に応じて効果的に使
いこなす力

変化する社会に対する応用力

自己調整力
自分の学び方や行動をふり返り、必要に応じ
て改善していく力

統合力
複数の情報や考えを整理・組み合わせて、よ
りよい答えや新しい価値をつくり出す力

適応力
変化する状況や新しい環境に応じて、自分の
考えや行動を柔軟に変えていく力

論理的思考力

探究心の向上

●リスニング能力の向上

●リーディング能力の向上

基礎固め▶

●科学的能力開発ゼミでの評価法

科学英語の導入

●語学力向上システムを構築

●[科学情報・科学家庭]の設定

成果の普及を図るシステムの構築

小中学校との連携

●「二高ＩＣＥモデル」と

～特異な才能を発見・開発・開花させるための
独自のSTEAM教育について～

SSⅡ

SSⅢ

課題研究班と大学との連携強化

■2013 生物班

「高機能性甘酒の製造に関する研究」

　第二高校は「理数科を中心に理数教育の充実を図る」
ことを目的とし、2002年度にSSHへ新規申請を行い、
2003年度から理数教育の基盤の構築を主軸に新たな一歩
を踏み出した。
　その後、野外研修や先端研究施設見学、大学・研究
機関の特別講義・講演等の実地の学びを広げ、大学・
企業との連携を強化した。研究発表会への挑戦を続け、
SSH生徒研究発表会や熊本県生徒理科研究発表会に出
場し成果を重ねたことが研究開発の土台となり、第二高校
SSHは現在指定23年目を迎え、研究開発を続けている。

熊本県立第二高等学校
　カナダで実践される教育モデルである「ＩＣＥモデル」をもと
に、生徒の主体的な学びの評価と職員の指導の一体化を目的
に開発したのが「二高ＩＣＥモデル」である。第二高校では、
課題研究を中心とした授業等の評価に活用されている。

熊本県立第二高等学校

第二高校ＨＰ

アクセス

科学系科学育成
カリキュラム・指導法の開発

理数教育の充実

理数教育基盤の構築
●理数科目に注力したカリキュラム構成

●創造性・独創性の指導法のたかまり

●「課題」想像力・独創力の評価法確立

語学力の向上

科学系人材育成プログラム
指導法の確立

SSⅠ
SSⅡ
SSⅢ

みつめる
きわめる
つなげる

●創造力・独創力開発

●英語運用能力（4技能）の向上

課題研究

教科連携による指導法の研究

SS 複数領域での課題研究

（ＳＳⅠ：３領域 ＳＳⅡ：５領域）
課題解決・課題発見能力の育成

SSⅠ 英語課題研究の導入

SSⅡ 課題研究件数の増加

■2005 物理班/「熊本の自然 ～鼻ぐり井手の

構造から科学技術の応用に挑む～」

　→ポスター賞受賞

 　（３年連続ＳＳＨ生徒研究発表会出場）
    ■2006 卒業生

 大学３年から大学院へ飛び級入学

研究の質の高まり・グローバル化への対応

SSⅢ 研究成果を英語で発表

→科学技術振興機構理事長賞受賞

大学・研究機関等との連携・普及

効果的な連携の方策

県内大学等との連携
●大学等の出前授業・特別授業等の活用

大学との連携・体験学習講座の定着

探究活動をサポートする

人的ネットワークの構築

大学連携で一層の進路意識の高まり

2008年･･･全国２位（九州１位）

中核拠点校としての在り方の研究

高校・大学間の連携強化
●ＳＳＨ指定校合同課題研究発表会
●科学系部活動研修会
●宮崎北高校ＳＳＨとの連携
●熊大教育学部との連携

外部人材との連携強化
●地域の人的、物的資源の活用
●大学院外国人留学生
●卒業生による講演・研究指導等

熊本地震の経験から創造的復興をリードする人材の育成 主体的に行動することのできる人材育成
主体的な学び＝「探究型授業」

●サイエンスキャッスル2019

                         九州大会運営

中核拠点校および

リーダーとしての

経験値の増大

評価について

独自のSTEAMフィールドで課題研究の実施

美術科に学校設定科目・・・美術探究

課題研究以外の全ての授業に「探究を導入」

→Ｅフェーズの問いの常用を醸成

二高ＩＣＥモデル による評価法を発し評価の手法を確立
学び方の学びＩＤ（インストラクショナル・デザイン）

ＩＣＥ成長の可視化→ＩＣＥルーブリック

米国科学誌「Science」

  　　　　　　論文掲載
  卒業生
（現大阪大学准教授）

「見せどころ設計マニュアル」

「グラフィックシラバス」

ＳＳＨ校

理数系学科コース校

熊本サイエンス

コンソーシアム
の設置（ＫＳＣ）

「二高ＩＣＥモデル」と各フェーズ等について

外部連携
　①地域連携
　②高大接続

③学校間連携

３学科の融合による学びのＳＴＥＡＭ化

独自のＳＴＥＡＭフィールドの展開

科学哲学・科学倫理

科学芸術・データサイエンス

(理数科・美術科・普通科)で実施

SSⅡ 課題研究と大学の連携成果

■2023 生物班/
「トマトを感染症から守る

～すすかびの研究～」

　→令和５年度ＳＳＨ生徒研究発表会

ポスター賞受賞

国際学会等の積極参加

 iSNST 2022（台湾）オンライン参加

～研究資金獲得（自走化）の取組～

　第二高校は全ての授業を通じて育成を目指す資質・能力の
「３つの柱」と、それらを育成するために必要な「９つの力」を
定めている。

「二高ＩＣＥモデル」の各フェーズのスキルの動詞と
観点別学習状況評価との親和性について

　「二高ＩＣＥモデル」の各フェーズのスキルの動詞と観点別学
習状況評価について、親和性が高いと考えられる部分を得られる
部分をまとめる。これにより、課題研究等で行われる形成的評価
と観点別学習状況評価を用いる総括的評価で、一定の整合性
の図れた評価を行うことを実現している。

ＳＳＨ研究開発

第二高校ＳＳＨのはじまり

ＳＳＨ先導的改革期Ⅰ期目ロゴマーク（2022年度～）

県内大学との連携協定締結

　　　　　　　　・高大接続研究

〇2020～ 県内３大学との連携協定締結

→合計２１８テーマの研究支援体制(R6)

ＳＳＨコーディネーターの積極活用

● 探究活動支援入試進学生追跡調査

● 県内中学校への広報・普及

● ＫＳＣと企業・大学等との

                                     接続・助言等

企業と連携した課題研究の実施

〇 2023～湖池屋九州阿蘇工場

                               （美術科・普通科）
〇 2024～JPlan 制服再生

                         （理数科・美術科・普通科）

全校体制による探究活動の実施（理数科・美術科・普通科）

熊本県の現有資源を活かした人材育成と自走化のためのシステム構築

＞

Ⅰ
期
2003

～2005

Ⅱ
期
2006

～2010

Ⅲ
期

2011

～2016

期
Ⅳ

2017

～2021

2022

～2025

先
導
的
改
革
Ⅰ
期

（
経
過
措
置
１
年
含
む

→活動の質を向上

先導的改革Ⅰ期目（2022～2024）

普通科ＧＲ＝Global Research　課題研究の全校展開

■2015 環境班/
「雑草から水素を発生させる研究」

→中国青少年科学技術イノベーション

 コンテスト国際代表部門 金賞受賞

プレゼンテーション能力の向上

大学院進学率の高まり
理数科卒業生の

●職員研修【主体的な学びフォーラム】設定

現役国公立大学合格者数

（崇城大学・熊本保健科学大学・熊本大学）

●リーディング能力の向上

課題研究内

探究のスパイラル化

これまでの主な成果が分かる資料
[Ⅰ期～先導的改革Ⅰ期　指定２2年 研究開発の主な成果]



～問いの質を高める訓練～
　「科学的推論とは何か」「科

学理論や科学的知識は本当に客

観的か」等、根本的な問いを重

ね、思考の枠組みそのものに対す

る批判的思考力を養います。

～科学の本質理解～
　「科学と疑似科学の違い」

「理論の成立と反証可能性」

等を哲学的視点から考察すること

により、科学に対する深い洞察力

とメタ認知能力を育成します。

～ 誠実な科学者としての
 　　　　　倫理観の育成～
　「何をすべきか」についての

議論を通じて、科学技術の社

会的影響や責任について考える

機会を設けます。

科学哲学・科学倫理 科学芸術 Data Science

～科学と芸術の融合的思考～　　　　　　
　科学的データ・現象・構造を芸

術的視点から再解釈し、可視化・

物語化することにより、思考の多層

性と表現力を養います。

～問いを“見える形”にする
　　　　　　創造的訓練～
　作品制作やデザインを通じて観

察力・表現力・学問横断的な課

題解決方法を身につけ、課題の本

質を見抜く「問いを立てる力」を

養います。

～失敗を楽しむ～
　創意工夫を繰り返しながら最適

解を見つけることで、夢を現実へと

つなぐ力を育みます。

～情報の収集・解析・
　　　　視覚化の技術習得～
　統計・プログラミング・表計算ソ

フトなどを用い、データに基づく論理

的判断や仮説検証を行う力を養い

ます。

～エビデンスに基づく
　　　批判的思考の涵養～
　バイアス・因果関係・相関関

係・分布などの概念を理解し、デ

ータの限界や操作性にも目を向け

る姿勢を育成します。

～論理的思考力の育成～
　プログラミング学習やデータを分

析する学習を通して、プログラムの

効率化やデータをもとに自分の主

張をわかりやすく伝える手法を学び

ます。

今後直面する課題
● 問いの本質を見失わない探究姿勢の維持

　大学等での研究活動において、「流行」や「成果主　

　義」に流されず、価値のある問いを追究できるか。

● 批判的思考力を持った情報の信頼性を見極める姿勢

　SNSやニュースで流れる膨大な情報の中から、正しいものを

　見極め、活用することができるか。

今後直面する課題

● 「何のために？」「誰のために？」を常に問いかける姿勢

　探究の目的とゴールを明確にして行動し、途中経過のチェッ

　クと振り返りができるか。

●直観と論理を両輪として本質をつかむ姿勢

　インパクトのあるイメージや言葉に惑わされず、論理的な思

　考と科学的な根拠に基づいて判断することができるか。

今後直面する課題

● 言語能力の向上

　AIの活用や自分自身の主張を行う際に、自分自身の意図と　

　誤差ができる限り小さくなるように論理立てて説明ができるか。

●他教科での学びの融合

　他教科での学びを活かして分析する力や、文系科目におけ

　るデータを用いた客観的な分析ができるようになるか。

 ＜科学哲学・科学倫理の主なテーマ＞
○ 共通了解の獲得
○ 動物実験の是非
○ 外れ値と誤差

＜科学芸術の主なテーマ＞
○ デザインエンジニアリング（科学と芸術の視点を融合）
○ 空き家問題をアートサイエンスの力で解決
○ 強さと美しさを兼ね備えた構造体の製作

＜データサイエンスの主なテーマ＞
○ データを用いて世の中を知る～Well-beingを目指して～
○ ＡＩとこれからのデータサイエンス
○ M5-stackを用いたプログラミングとビッグデータの収集

● 感性と論理の統合による表現的探究の促進● 問いを続けることによる万物の本質への到達 ● データをもとに行う客観的な主張


